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〇彼岸は悟りの世界。煩悩に満ちたこちら岸（此岸）に対して極楽浄土の向こう岸（彼岸）

を表します。私たちは六波羅蜜の教えを実践する事により彼岸へ渡るとことができるとさ

れていますが凡人であるこの身では、六波羅蜜の教えを毎日実行することは難しいことな

ので、せめて春と秋の年２回はその教えを実行する。これが現在の彼岸法要の意味です。

〇ちなみに六波羅蜜とは彼岸へ到達（パラミータ）するための６つの実践徳目。１布施：

施しをする。２持戒：戒律を守り反省する。３忍辱：不平不満を言わずに耐え忍ぶ。

４精進：一所懸命努力する。５禅定：心を静かに保つ。６智慧：真実を見抜く智慧をもつ。

〇「彼岸」というとなにやら抽象的な場所に聞こえますが、私は日常のやすらぎのところ

こそが「彼岸」であると思っています。自分自身が自由で素直で柔軟になったときに顕れ

る心の平安が、「やすらぎのところ」であり、今生活しているこの場が彼岸です。

〇年に２回のお彼岸にはお墓参りや、おはぎを作ったり、茶をたてたり、瞑想したり、掃除

をいつもより念入りにしたり、花を植えたり、鳥の声に耳を傾けたりと、いつもと違うこ

とを一つ実践してみてください。それがあなた自身の年2回の六波羅蜜の実践です。

〇琉游舎で年2回の六波羅蜜の実践を一緒にしてみませんか？

〇「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、秋のお彼岸を過ぎると陽が沈む時間が急に早まって

くるように感じます。暑かった夏とお別れをして、涼しい秋の夜長を楽しく迎えられるよう

琉游舎の秋の彼岸会法要で心穏やかなひと時をお過ごししてみてはいかがでしょう。

〇琉游舎の活動は営利事業ではありません。お布施は一切お構いなきようよろしくお願い申

し上げます。宗教宗派を問わない、すべての皆さんのための開かれた「場」です。

9月20日（土）10時半

秋の彼岸会法要

読書会
9月9日（日）
13時半から



狂言綺語…やり玉
世の中、なくても困らないもの、ない方がよいもの、あってはならないものなどいろいろあります。ただ

この世に存在するという事実は、それらも必要としている人達がいると言うことです。私はこの夏に見聞し
た、益々世の中にない方が世のためだと考えるいくつかを挙げたいとおもいます。不快に感じる人がいるか
も知れませんが、これは私のあくまでも個人的な嗜好や実感です。論証したり、異なる意見の人達と議論を
交わしたものでもない主観的な意見ですから、必要なければ聞き流し、無視して頂ければと思います。
世界のことは私の手に負えませんが、核兵器と戦争と、その存在故に核も戦争も組織の場で正当化されて

しまう国連はあってはならないものでしょう。ここで主張したところで何の効力もないことを承知で書く理
由は、あってはならないと思い続けなければ「核武装は最も安上がりだ」や「国益と安全保障のため」など
の耳障りのよく、現状の停滞を打破できそうな言説に容易に靡いてしまうからです。これらを必要とする人
は、なぜそれを主張するのか、それがなくなったら困る人がいるならばそれは誰だろうか、ということを考
えれば自ずから国益を主張する裏に隠された私欲を貪る人々があぶり出されてくるはずです。私たちは国益
などと言うかすみでは空腹を満たすことはできません。いのちを繋ぐことが保証される衣食住が整えば、そ
れ以上私たちには何が必要でしょうか。命を繋ぐ望みは無私です。それ以外の全ては私欲に過ぎないのです。
世界から日本に目を移すと、次に私がやり玉に挙げるものは選挙と政治家と民主主義です。私の衣食住を

脅かすかも知れないことを主張する者が当選して権力者となれば、彼は民意に添った政治を行っている訳で
すが、しかしそれは私の望みに反しています。それが民主主義ならば民主主義は私の意に沿わない意見でも
多数であればそれに従うことを強制する政体です。どんなに賛成と反対が拮抗していようが、過半数を取れ
ば勝者となり総取りできるシステムです。そして残りの半数弱は敗者として甘んじなさいという制度です。
最大多数の最大幸福が民主主義であるならば、その最大多数とは誰のことでしょう。少数派は不幸でもかま
わないと言うことでしょうか。この考え方は誰もが安らぎの処（幸福）へ向かうことを願い誓い行う私たち
仏教徒と全く相容れない考えです。私はこの一年間に行われた国政選挙や地方選挙を見るにつけ、勝者の幸
福しか認めず、敗者には一片の慈悲さへ施す必要がないと考える方向へ民主主義は舵を切り始めたように思
えます。かつてはまだ、たとえおこぼれであろうとも敗者にも慈悲を施そうとしていたはずなのです。しか
し精神的にも経済的にも敗者に気を遣うゆとりがなくなった現在の民主主義は、私たちに安らぎではなく格
差を作る、先の見えない不安製造装置になってしまったようです。民主主義が不要ならばそれを支える選挙
も政治家も不要です。それでは全ての人の願いを聞き入れてそれを実現する政治は可能でしょうか。詳細は
述べませんが、例えば「22世紀の民主主義」で成田悠輔氏が提案しているアルゴリズムによる無意識民主主
義は選挙も政治家も不要とし、私たちの望みをデータ化しアルゴリズムで最大多数の最大幸福の最適解を導
き出す方法です。今までの民主主義に慣れきった私たちには突拍子もない提案に見えますが、私には説得力
のある未来に光明が見える提案です。その光の先には慈悲とありのまま（無意識）の世界が観えるようです。
お茶の間に目を移すと、この夏一番あるべきでないものは高校野球です。これには反論も多いでしょうか

ら、偏見と独断かも知れない私の認識だけを列挙します。高校野球が表で喧伝することは「勝利、美談、感
動、青春、汗、涙、教育効果、地域社会への貢献、友情と連帯感、アマチュアリズム、フェアプレー精神」
などでしょう。ちらちらと垣間見える裏の面は「経済格差、地域格差、学校格差、商業主義、成長期の心身
へのリスク、暴力、いじめ、パワハラ、指導者や先輩への絶対服従、坊主頭、酷暑の健康被害」など書いて
いけばきりがありません。表裏一体と言いますが、表の面で弄する言葉は、裏面を映し出す鏡です。表の喧
伝文句に歓喜し踊らされているうちに着々と進行する裏面の病巣。これって何か思い当たる節はありません
か？私には表面は大本営発表、裏面は軍隊･兵士・あらゆる戦争関係者の本来であったら表の面であった現
実の生活と言葉が裏面に押し込められて私たちが真実を知ることのできなかった事態と重ね合わせずにはい
られません。山本七平氏の「日本はなぜ敗れるのかー敗因21カ条」はその構造をある手記をもとに分かり易
く解き明かしています。高校野球に歓喜する私たちが大本営発表に狂喜する人々と同じ轍を踏んでいるなら
ば、日本は敗者の道を歩んでいるのです。スポーツは行う者のためにあるはずで、観衆や指導者や、親や、
新聞社のためにあるのではありません。プロスポーツはビジネスですから目的は経済利益ですが、アマチュ
アスポーツはスポーツそのものをありのままに楽しむことが願いだったはずではなかったのでしょうか。
最後に私自身のことをやり玉に挙げます。いずれ自然消滅するであろう寺と僧侶の存在です。誤解なきよ

うに言えば、信行する仏教徒（お釈迦様の弟子）は、自身が願い誓い行い安らぎの処をありのままに歩むな
らば、仏弟子はいなくなりません。いなくなるのは仏弟子を僭称する信行なき僧侶と寺です。この根拠と論
理は今まで狂言綺語で書き続けてきたことなので、あらためて述べることは致しません。ただ私自身が今ま
で書き続けたままに「信行」し続けているかどうかは常に問い直さなければならないのです。「信行とは何
か、それは信行なのか」ということです。「信行」を言葉で語ることは、道元が「口声ひまなくせる、春の
田の蛙の昼夜に鳴くがごとし。ついにまた益なし」と非難した、念仏や経を唱えるだけではカエルが田んぼ
で昼夜鳴くようなものと同じことではないかと言うことです。言葉で語り説明している内にその言葉に安住
し、言葉自体を唯一の、正義、善、徳行としてしまってはいないでしょうか。そうならないために、私は自
分の言葉を含めた全ての言葉が語ることをやり玉に挙げ、省み続けて行かなければならないと考えます。


